




































の 中 で“I know the philosopher you are talking 
about. ･･････ I don’ t have much respect for those 
















































注1：Searle, John. R. (1980) Minds, brains, and 
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恭代氏（桐生大学）「Some Confl icts in Pair Work 



















　2012 年 8 月 13 日 ～ 24 日 に ロ ン ド ン 大 学
（University College London、 以 下 UCL） で 開











は、Division of Psychology and Language Sciences
のResearch Departmentの1つとなっている）。























学 技 能 試 験（International Phonetic Association 















































































「Which bed was she hiding behind? って、 クリー
語でどう言うんですか？」





































































































































国語は「지금 가면 받을 수 있어」の1種類である。
しかし、韓国語の「条件・仮定・前提」を表わす
表現はこの「V-(으 )면」の他にも文脈によって
は「V-더니」「V-거든」「V-자」も用いられている。
また日本語の上記の3つの表現も「?昨日行けば
もらえた」「*昨日行くともらえた」「昨日行った
らもらえた」のように、時制が変わると、言い換
えができなくなる。
　本共同研究では、上記のような「条件・仮定・
前提」を表わす日本語・韓国語の用例を多く集
め、用法上の違いを明らかにすることを目標とし
ている。現在同じテーマで企画され、書かれた小
説『愛のあとにくるもの』（辻仁成）、『사랑 뒤에 
오는 것들』(孔枝泳)のそれぞれ日本語版および
韓国語版から関連表現を500ほど集める作業を進
めている。一定数の収集が完了した後、用例の分
類・分析を行ない、それぞれの表現の使い分けに
おける理論的根拠をまとめる予定である。
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言語研究センター共同研究
『良友』画報と上海租界研究
孫　　　安　石
　本共同研究は1926年～ 1945年の間、上海で
発行された『良友』画報の多様な内容を、専門
領域を超えた学際的な視点からとらえ直すこと
を目指すものである。上海で発行された『良友』
画報に関する研究成果としては、1930年代に同
雑誌の編集を担当した馬国亮が出版した『良友
懐旧』（2002年）が最新の先行研究である。しか
し、中国以外の国ではまだこの画報を全面的に分
析した研究は発表されていない。1926年に創刊
された同雑誌は、中国の政治、経済、社会、文化
はもちろん、文学、広告、漫画などあらゆる分野
を網羅している。とくに、この画報が創刊された
1920年代はアジアで大衆消費社会とも言うべき
社会現象が幅広く見られた時期で、映画や百貨店
などが登場する時期とも重なる。
　本共同研究はこの『良友』画報を精読する輪読
会を続けながら、2004年8月にはワークショップ
「『良友』画報と上海」（上海）を開催し、2007
年9月には雑誌『アジア遊学』に『良友』を取り
上げた特集号（勉誠出版）を出版することができ
た。2010年1月には菊池敏夫「上海の百貨店業
界と近代中国」（臨時研究会）を開き、8月には
上海市 案館、上海市図書館などを訪れ、『良友』
画報関連の資料調査を行うことができた。
　本年度は2012年7月8日に開催された公開ワー
クショップ「図画像資料研究の新しい可能性を求
めて」（東洋文庫2Ｆ講演室）で研究会メンバー
の森平崇文氏が「日本における中国画報研究の現
状―『良友』画報を中心に」を報告し、研究会
代表の孫安石（神奈川大）が問題提起を行った。 
また、 10月11日の良友画報研究会では薛軼群（東
北大学法学研究科GCOE特任フェロー）によって
「近代中国の電気通信事業について―有線電報・
無線電報を中心に」いうタイトルの報告が行われ
た。
＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊
言語研究センター共同研究
最新の中国語教材を利用したＣＡＬＬ教室の研究
加　藤　宏　紀
　インターネットを介して，時間と場所を選ばず
新聞・ラジオ・テレビで提供される情報を入手で
きるようになった現代社会では，現在の中国の社
会状況に関する中国語の文章を，即時性をもって
授業の中に取り入れることは比較的容易である。
　しかし半年間ないしは一年間を通して，体系的
でかつ安定した授業を展開するためには，語彙の
難易度が一定で，文法や重要表現などの学習ポイ
ントが絞られていることが望ましい。
　本年度は北京大学出版社の『新聞を読んで，中
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国語を学ぶ』というシリーズの中級“報刊”教材
を用いて研究を進めている。“報刊”というのは「新
聞・雑誌などの刊行物」のことで，“報刊”教材
とはそれらの文章を題材として編まれた教科書で
ある。
　本シリーズの中級教科書は2002年～ 2004年に
発行された中国の新聞から経済・教育・余暇・情
報・恋愛結婚・環境・交通・道徳・芸能・職業・
都市生活・科学技術・家庭・公共概念などさまざ
まなジャンルやテーマの記事をとりあげている。
　各課では本文，新出語，重点表現および練習問
題のほか，テーマの背景的知識や閲読の豆知識を
紹介し，効率的な学習を支援している。さらに三
篇の記事を用意し，学習者の復習ないしは追加の
トレーニング材料を提供している。
　現在は，上記の内容把握に基づいて，研究グルー
プ各メンバーの専門の視点からより細かな分析と
考察を進めているところである。
＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊･＊
言語研究センター共同研究
エアライン業界における
国際公用語としての英語（予備研究）
細　田　由　利
　国際社会における様々な業界で「英語」は共通
言語として使用されている。航空業界もそのよ
うな業界の一つであり、機内および地上(空港お
よび電話等)において英語の使用は欠かせない。 
よって日本の航空業界で働く者にとって第二言語
の運用能力を向上することはサービス面、安全面
の両方の面から必須である。なぜなら、日本語
を第一言語としない利用客との英語でのミスコ
ミュニケーションはサービスの低下を引き起こす
ばかりでなく、非常時には生命の危機を引き起こ
す可能性もあるからである。そこで、本研究の最
終目的を日本の航空業界での英語使用の実情を把
握し、英語研修のあり方について示唆することと
した。
　本研究の研究方法として、まず、研究資料集め
としてパイロットや客室乗務員や地上職員の第一
言語および第二言語（本研究では英語）の会話行
為をテープで録音し、紙面に書き起こした。これ
以前の航空業界の研究においては、すでにパイ
ロットや航空管制官らの相互行為は研究されて来
たため、本研究では客室乗務員と地上職員の英語
の会話行為に主に焦点を当てている。その中でも
特に研究対象としたのが、日本人客室乗務員の案
内放送と地上職員の英語におけるコミュニケー
ションである。これらを文字化資料の分析から(a)
どのような場面で英語を使用しているのか、(b)
いかなる英語運用能力を持ち合わせているのか、
(c)どのような英語研修を受けているのか、につ
いて調査するのが本研究の最終目的であり、彼ら
の英語使用場面に合わせた英語研修のあり方につ
いて検討したい。
　また、本学外国語学部には多くの航空業界就職
希望者がおり、本研究を基にそれらの学生への提
案、アドバイスもしていきたい。
